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〈平成〈平成17年〉年〉�

5日号�
〈平成17年〉�

5日号�

　毎年恒例の西那須野の花市が

1月11日に、黒磯の初市が1月15

日にそれぞれ開催されました。�

　両日とも寒い日でしたが、大勢

の人が訪れ、家内安全や無病息

災などを願う家族が飾り物を買

ったり、子どもたちが綿あめをお

いしそうに頬ばったりする姿が

見られました。�



那那須須塩塩原原市市のの教教育育委委員員会会委委員員がが決決ままりりままししたた
那須塩原市の教育委員会委員のみなさんが決まりました。任期は、平成１７年

１月１日から市長選挙後、最初に召集される議会の会期末日までとなります。

委員長職務代理者 教育委員長
うす い さち お

臼井 祥朗
ひらやま え さ お

平山江佐夫
塩原
昭和４０年７月８日生
（３９歳）

寺子
昭和１４年１月２０日生
（６６歳）

教育委員教育委員
ふか や あきら

深谷 哲
すず き じゅん

鈴木 潤
西朝日町
昭和２１年１１月２４日生
（５８歳）

下永田
昭和１３年１月１０日生
（６７歳）

教育長
わたなべ たみひこ

渡辺 民彦
那須町寺子丙
昭和１２年１０月７日生
（６７歳）

（敬称略・年齢は２月５日現在）

地
籍
調
査
の
成
果
を

閲
覧
で
き
ま
す

平
成
１５
年
度
に
実
施
し
た
島
方

�
地
区
地
籍
調
査
事
業
の
成
果
を
、

国
土
調
査
法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
閲
覧
で
き
る
地
図
お
よ
び

簿
冊
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
実
施
し
た
一
筆
地
調
査
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

閲
覧
の
結
果
、
誤
り
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
閲
覧
期
間
内
に
訂
正

の
申
し
出
が
で
き
ま
す
の
で
、
必

ず
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
期
間
経
過
後
に
県
の
認
証

を
受
け
て
法
務
局
に
送
付
、
法
務

局
に
お
い
て
登
記
簿
の
表
題
部
が

書
き
換
え
ら
れ
、
合
わ
せ
て
現
在

の
公
図
に
替
わ
っ
て
地
籍
図
が
備

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
と

き

２
月
１６
日
�
〜
３
月
７
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
と
こ
ろ

黒
磯
支
所
農
務
課（
た
だ
し
２

月
１６
日
�
と
１７
日
�
は
東
那
須

野
公
民
館
）

◆
持
参
す
る
物

印
か
ん（
認
め
印
）

◆
問
い
合
わ
せ

黒
磯
支
所
農
務
課
地
籍
調
査
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
６
１

２



投票日は�
2月13日（日）�

那
須
塩
原
市
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

那
須
塩
原
市
に
は
現
在
十
五
人

の
委
員
が
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
身
近
な
生

活
や
環
境
の
中
で
、
い
じ
め
や
差

別
に
よ
り
、
自
分
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
た
と
感
じ
た
と
き
に
相
談
相

手
と
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

各
支
部
で
の
相
談
は
次
の
と
お

り
行
っ
て
い
ま
す
。

【
黒
磯
支
部
】

◆
と

き

毎
月
第
一
木
曜

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
西
那
須
野
支
部
】

◆
と

き

毎
月
第
三
木
曜

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

【
塩
原
支
部
】

◆
と

き

毎
月
第
一
火
曜

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

◆
と

き

毎
月
第
四
水
曜

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ

ゆ
っ
く
り
セ
ン
タ
ー

（敬称略）

水
道
課
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
安
全
で
安
定
し
た
水
を
供
給

す
る
た
め
、
配
水
管
お
よ
び
給
水

管
の
漏
水
を
調
査
し
て
早
期
に
発

見
し
、
修
理
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
「
漏
水
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

調
査
は
、
公
道
と
各
個
人
の
敷

地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
漏
水
探
知
機
や
音
聴
棒

（
金
属
棒
）
を
使
っ
て
調
査
し
て

い
ま
す
。

主
に
昼
間
の
作
業
で
あ
り
、
夜

間
は
公
道
の
み
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
員
は
「
身
分
証
明

書
」
と
「
漏
水
調
査
員
」
の
腕
章

を
必
ず
付
け
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
「
家
の
中
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
」と
か
「
水
質
の
調
査

を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
訪

問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
と

き

３
月
２５
日
�
ま
で

◆
と
こ
ろ

西
那
須
野
支
所
管
内
全
域

◆
調
査
委
託
業
者

�
日
本
水
道
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
支
所
水
道
課
工
務
係

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
０

那須塩原市長選挙 西那須野支所管内の

上水道管
『漏水調査』
に協力
ください

農業委員会委員
選挙人名簿を縦覧します
１月１日現在で調整した名簿を縦覧し
ます。
◆と き ２月２３日（水）～３月９日（水）

午前８時３０分～午後５時
（土・日曜も行います）

◆ところ 那須塩原市役所３階
選挙管理委員会事務局

◆問い合わせ
選挙管理委員会事務局
�０２８７（６２）７１８３

【黒磯支部】

�０２８７

（６９）０００４

（６３）１６０３

（６５）０３７１

（６２）２８０４

（６２）２７９０

（６４）３７１５

【西那須野支部】

�０２８７

（３７）１０４１

（３９）１５２９

（３６）２０７３

（３６）２８１９

（３６）０８９０

【塩原支部】

�０２８７

（３２）２０５１

（３５）２５４３

（３５）２６０５

（３２）２７８８

住 所

百村２０９５

埼玉６－５５９

前弥六６５

黒磯６－２４４

清住町９２－２２３

住吉町１－３９

住 所

二区町３４０－８８

南町１０－３２

三区町６５９

石林７０３－６

西三島１丁目１４２

住 所

塩原７０３

上横林３１９

金沢１９６７

上塩原９７３

氏 名

相馬 一夫

横山 昌江

白井彌太郎

佐久間洋子

河原 啓子

鈴木 俊幸

氏 名

柏 伊代子

栃澤 菊惠

市川 理

秋元 昌子

高松 勝雄

氏 名

櫻井 博夫

渡邉 勝雄

深堀 好惠

大島 久雄

３



平成17年 4月 1日から�

道路・水路としての�
機能を失ったもの�

道路・水路の機能を有している法定�
外公共物は、那須塩原市の管理と�
なります。�

財務省（財務局・財務事務所・出張所）�

の管理となります。�

　法定外公共物とは、道路法、河川法などの適用または準
用を受けない公共物をいいます。代表的なものとして「里道」
「水路」があります。これら法定外公共物のうち機能を喪失
しているものについては、平成１７年４月１日以降各財務局に
引き継がれることになりました。�

境界確定や売払申請などは、直接財務局で�
行うことになります。�
なお、公図・現況などでは財産管理者が明確でないた�
め、各支所で確認してください。�
黒磯支所道路課　　　　0287（62）7164�
西那須野支所道路課　　0287（37）5111�
塩原支所建設課　　　　0287（32）2000

◆問い合わせ　関東財務局宇都宮財務事務所管財課�
　　　　　　　　028（633）6221

ひばりケ丘保育園県
の
認
可
を
受
け
て
今
年
の
６

月
に
開
園
す
る
「
ひ
ば
り
ケ
丘
保

育
園
」
に
入
園
す
る
児
童
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
保
育
園
概
要

・
設
置
者

社
会
福
祉
法
人
那
須
若
葉
会

（
施
設
長

秋
間
し
げ
子
）

・
所
在
地

埼
玉
三
七
〇
番
地
五

◆
保
育
時
間

・
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

・
延
長
保
育
有
り
（
別
料
金
）

・
土
曜
も
平
日
同
様
、
保
育
を
行

い
ま
す

◆
入
園
資
格

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
両
親
、

同
居
の
祖
父
母
な
ど
が
次
の
い

ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
こ
と
。

・
家
庭
以
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

場
合

・
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
場
合

・
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理
由

で
親
が
い
な
い
場
合

・
母
親
が
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後

間
も
な
い
場
合（
出
産
前
後
そ

れ
ぞ
れ
八
週
間
）

・
疾
病
、
負
傷
、
心
身
に
障
害
な

ど
が
あ
る
場
合

・
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
、
心
身

に
障
害
が
あ
る
人
を
常
に
介
護

し
て
い
る
場
合

◆
申
し
込
み
受
付
期
間

２
月
２８
日
�
ま
で

◆
申
込
書

次
の
各
受
付
場
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
場
所

・
黒
磯
支
所
社
会
福
祉
課
児
童
家

庭
係

・
西
那
須
野
支
所
福
祉
課
児
童
家

庭
係

・
塩
原
支
所
福
祉
課
福
祉
係

◆
問
い
合
わ
せ

黒
磯
支
所
社
会
福
祉
課
児
童
家

庭
係�

０
２
８
７（
６２
）７
１
３
８

園 児 募 集

市
県
民
税
・

所
得
税
の
申
告
は

２
月
１６
日
〜

３
月
１５
日
で
す

例
年
、
申
告
期
間
が
終
わ
り
の

こ
ろ
に
な
る
と
申
告
会
場
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。

ま
た
、
申
告
期
間
中
は
税
務
課

窓
口
で
申
告
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け

「
広
報
な
す
し
お
ば
ら
１
月
２０
日

号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
地
区

割
り
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
会
場
で

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
時
間
（
各
会
場
と
も
）

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

◆
問
い
合
わ
せ

黒
磯
支
所
税
務
課
市
民
税
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
１

西
那
須
野
支
所
税
務
課
市
民
税

係
�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
１

塩
原
支
所
税
務
課
市
民
税
係

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
１
０

申
告
会
場
の

地
区
割
り
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

４



くらしの�
情報�

くらしの�
情報�

６５
歳
以
上
の

介
護
予
防

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

４
月
か
ら
の
介
護
予
防
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。年

を
と
っ
て
も
介
護
の
力
を
借

り
ず
、
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う

体
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

無
理
に
な
ら
な
い
よ
う
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
指
導
し
ま
す
の
で
、
足

腰
に
不
安
の
あ
る
人
で
も
安
心
し

て
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
時
に
保
健
師
と
の
面

接
、
３
月
１
日
�
に
運
動
負
荷
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

六
十
五
歳
以
上

◆
実
施
場
所

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

◆
実
施
期
間

４
〜
７
月

◆
実
施
曜
日

・
マ
シ
ン

月
・
木
曜
ま
た
は

水
・
金
曜
の
午
前
中

・
プ
ー
ル

月
・
木
曜
の
午
後

◆
利
用
料

・
運
動
負
荷
試
験

六
千
三
百
円

・
参
加
料

一
万
四
千
円

◆
募
集
人
数

・
マ
シ
ン

十
六
人

・
プ
ー
ル

十
人

◆
募
集
期
限

２
月
１５
日
�
ま
で

◆
指
導
者

保
健
師
、
健
康
運
動
指
導
士
、

理
学
療
法
士
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ

黒
磯
支
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係�

０
２
８
７（
６２
）７
１
３
７

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７（
７３
）２
２
１
０

大
規
模
小
売
店
舗
の

計
画
を
縦
覧
し
ま
す

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基

づ
き
、
計
画
を
縦
覧
し
ま
す
。

◆
と

き

４
月
１５
日
�
ま
で（
土
・
日
曜
、

祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

◆
と
こ
ろ

黒
磯
支
所
商
工
観
光
課

◆
内

容

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
黒
磯
パ
ワ
フ
ル

館
新
設
計
画
概
要

◆
問
い
合
わ
せ

黒
磯
支
所
商
工
観
光
課
商
工
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
５
４

不
要
に
な
っ
た
樹
木

を
引
き
取
り
ま
す

家
の
立
て
替
え
な
ど
で
不
要
に

な
っ
た
樹
木
を
引
き
取
り
ま
す
。

◆
引
き
取
り
可
能
な
樹
木

高
さ
三
ｍ
、
幹
の
太
さ
十
�
以

内
の
木（
サ
ク
ラ
類
の
古
木
、

ポ
プ
ラ
類
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

竹
類
な
ど
は
除
く
）

※
樹
木
の
状
況
な
ど
に
よ
り
引
き

取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受

付

２
月
７
日
�
か
ら

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
黒
磯
市
緑
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
振
興
公
社

�
０
２
８
７（
６２
）７
６
０
０

地
域
材
住
宅
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

原
木
か
ら
製
材
工
場
を
経
て
、

地
域
材
が
ど
の
よ
う
に
住
宅
に
な

る
か
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
。

木
造
住
宅
に
関
心
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
と

き

３
月
５
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時

◆
集
合
場
所

県
那
須
庁
舎
（
大
田
原
市
中
央

一－

九－

九
）

◆
見
学
内
容

木
造
住
宅
、
製
材
所
な
ど

◆
定

員

先
着
四
十
人

◆
募
集
期
間

２
月
２１
日
�
〜
２５
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
参
加
費

五
百
円

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
烏
山
林
務
事
務
所
普
及
課

�
０
２
８
７（
８４
）１
１
５
５

市
民
農
園
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

土
に
ふ
れ
な
が
ら
、
収
穫
の
喜

び
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
入
園
期
間

一
年
間（
４
月
〜
来
年
の
３
月
）

◆
応
募
資
格

市
民

◆
募
集
農
園

末
広
町
、
若
葉
町
、
鳥
野
目
の

各
農
園

◆
農
園
面
積

一
区
画
約
二
十
坪

◆
入
園
料

一
区
画
三
千
円

◆
申
し
込
み

�
黒
磯
市
農
業
公
社
へ（
那
須

塩
原
市
役
所
東
庁
舎
二
階
）

※
電
話
で
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
限

２
月
１８
日
�
ま
で

◆
抽
選
会

２
月
２３
日
�

午
後
１
時
３０
分
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ

�
黒
磯
市
農
業
公
社

�
０
２
８
７（
６０
）１
２
８
３

県
立
大
田
原
東
高
校
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

◆
定

員

普
通
科

四
十
人

◆
入
学
願
書
提
出
日

３
月
１１
日
�
、１４
日
�
、１５
日
�

※
１５
日
の
み
午
前
中

◆
学
力
検
査

３
月
１７
日
�

◆
合
格
発
表

３
月
２３
日
�
午
前
１０
時

◆
学
力
検
査
科
目

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

英
語
の
五
教
科
と
面
接

※
二
十
歳
以
上
の
受
検
者
は
、
作

文
と
面
接（
五
教
科
免
除
）で
受

検
で
き
ま
す
。

◆
入
学
出
願

出
身
中
学
校
を
通
し
て
手
続
き

◆
編
入
試
験

電
話
で
直
接
大
田
原
東
高
等
学

校
へ

◆
問
い
合
わ
せ

県
立
大
田
原
東
高
等
学
校

〒
３
２
４
‐
０
０
５
３

大
田
原
市
元
町
一－

五－

四
三

�
０
２
８
７（
２２
）２
８
０
８

５



地
域
子
育
て
研
修
会

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

を
行
い
ま
す

◆
と

き

２
月
２０
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

（
受
付

９
時
３０
分
か
ら
）

◆
と
こ
ろ

西
那
須
野
公
民
館

◆
演

題

「
地
域
で
育
て
る
健
全
な
子
ど

も
た
ち
」

◆
定

員

先
着
二
百
人

◆
講

師

・
新
座
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
・
つ
ど
い
の
広
場
全
国
連
絡
協
議

会
事
務
局
長

・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー

坂
本

純
子

氏

◆
申
込
期
限

２
月
１５
日
�
ま
で

※
基
調
講
演
後
、
四
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を
し
ま

す
。

申
し
込
み
時
に
希
望
す
る
分
科

会
を
お
聞
き
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

昼
食
は
、
主
催
者
側
で
用
意
し

ま
す
。
保
育
も
実
施
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
公
民
館

�
０
２
８
７（
３６
）１
１
４
３

県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
１７
年
度
か
ら
二
年
間

活
動
を
し
て
も
ら
う
県
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対

象

満
二
十
歳
以
上
の
県
民（
国
・

地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
、

常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
は
除
く
）

◆
定

員

百
人

◆
モ
ニ
タ
ー
期
間

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
１９
年
３
月

末
ま
で
の
約
二
年
間（
４
月
下

旬
に
委
嘱
式
予
定
）

◆
活
動
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答（
謝
礼
あ
り
）

・
県
政
へ
の
意
見
や
提
案
の
提
出

・
各
種
広
聴
集
会
な
ど
へ
の
参
加

◆
そ
の
他

参
考
と
し
て
、
広
報
資
料
や
県

政
の
各
種
資
料
を
定
期
的
に
送

付
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

電
子
メ
ー
ル
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
県
民
だ
よ
り
２
月
号

（
２
月
１５
日
発
行
）登
載
の
封
筒

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
と
県
政

モ
ニ
タ
ー
へ
の
応
募
動
機
を
百

〜
二
百
字
程
度
で
記
載
し
、
応

募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先

・
電
子
メ
ー
ル

kocho@
pref.tochigi.jp

・
は
が
き
な
ど

〒
３
２
０－

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）

栃
木
県
企
画
部
広
報
課
県
政
モ

ニ
タ
ー
募
集
係

・
FAX
０
２
８（
６
２
３
）２
１
６
０

◆
申
込
期
限

３
月
３
日
�（
当
日
消
印
有
効
）

◆
選

考

地
域
、
年
齢
、
性
別
な
ど
モ
ニ

タ
ー
の
構
成
を
考
慮
の
う
え
選

考
し
、
結
果
を
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

県
広
報
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

図
書
館
か
ら

３
月
は
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

黒
磯
、
西
那
須
野
、
塩
原
の
三

つ
の
図
書
館
の
統
合
作
業
を
行
う

た
め
、３
月
の
一
か
月
間
は
、貸
し

出
し
な
ど
の
業
務
を
一
部
停
止
し

ま
す
。
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
作
業
で
、
４
月
か
ら
三
つ

の
図
書
館
と
分
室
が
新
し
い
一
枚

の
カ
ー
ド
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
三
館
分
の
デ
ー
タ
か
ら
蔵

書
検
索
や
予
約
が
可
能
に
な
り
ま

す
。新

し
い
カ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え

は
４
月
か
ら
行
い
ま
す
。

黒
磯
図
書
館
・

西
那
須
野
図
書
館
・
各
分
室

◆
３
月
中
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

・
貸
し
出
し

・
貸
し
出
し
資
料
、
予
約
資
料
返

却
の
確
認

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
蔵
書
検
索

・
資
料
検
索
用
端
末
の
利
用

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

・
資
料
の
検
索
・
利
用
者
カ
ー
ド

の
発
行

◆
３
月
中
利
用
で
き
る
こ
と

・
返
却

・
資
料
の
館
内
閲
覧

・
窓
口
で
の
予
約
受
付（
貸
し
出

し
は
４
月
以
降
）

・
図
書
館
資
料
の
コ
ピ
ー（
著
作

権
の
範
囲
内
で
）

・
読
書
室
の
利
用

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス（
少
々
時
間
が

か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）

塩
原
図
書
館

塩
原
図
書
館
は
、
図
書
館
シ
ス

テ
ム
統
合
作
業
の
た
め
、
３
月
中

は
閉
館
に
な
り
ま
す
。

返
却
は
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
入
口
右

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
か
図
書
館
入
口

前
の
か
ご
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
各
館
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

黒
磯
図
書
館

�
０
２
８
７（
６３
）９
０
３
１

西
那
須
野
図
書
館

�
０
２
８
７（
３６
）６
０
０
１

塩
原
図
書
館

�
０
２
８
７（
３５
）２
０
０
６

６



な�

み
〜
つ
け
た�！�

自
然�

ち�

�っ�ち�

ゃ�
塩
原
温
泉

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

カ
ン
ジ
キ
・

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

カ
ン
ジ
キ
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を

履
い
て
、
雪
の
大
沼
公
園
を
散
策

し
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
足
跡
や

冬
芽
を
観
察
し
ま
す
。

◆
と

き

２
月
２０
日
�

午
前
９
時
〜
正
午

◆
参
加
費

五
百
円

◆
問
い
合
わ
せ

塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７（
３２
）３
０
５
０

ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ

ン
塩
原
レ
デ
ィ
ー
ス

サ
ン
ク
ス
デ
ー

３
月
ま
で
の
毎
月
第
三
木
曜
は
、

女
性
は
リ
フ
ト
券
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

◆
と

き

２
月
１７
日
�
、
３
月
１７
日
�

◆
問
い
合
わ
せ

ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
塩
原

�
０
２
８
７（
３２
）４
５
８
０

中
小
企
業
の
労
務
管
理

改
善
の
た
め
の
経
験

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

◆
と

き

２
月
２２
日
�
午
後
３
時
か
ら

◆
と
こ
ろ

西
那
須
野
町
商
工
会
会
議
室

（
南
郷
屋
四－

一
三
七
）

◆
内

容

・
講

演

「
家
族
、子
供
が
誇
れ
る
商
品
を
�
」

－

楽
し
く
、
輝
か
し
い
未
来
を

「
創
造
・
発
信
」
す
る
会
社
を

目
指
し
て－

・
講

師

株
式
会
社
シ
ン
デ
ン

代
表
取

締
役
社
長

八
木

仁

氏

◆
受
講
料

無

料

◆
定

員

五
十
人

◆
申
し
込
み

大
田
原
労
政
事
務
所
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

郵
送
で
同
所
へ

◆
問
い
合
わ
せ

県
大
田
原
労
政
事
務
所

〒
３
２
４
‐
０
０
５
６

大
田
原
市
中
央
一－

九－

九

�
０
２
８
７（
２２
）４
１
５
８

FAX
０
２
８
７（
２２
）５
１
０
３

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１

説
明
会
を

開
催
し
ま
す

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
は
、
環
境

負
荷
と
改
善
の
取
り
組
み
を
自
己

チ
ェ
ッ
ク
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

事
業
を
構
築
す
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

本
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
さ

れ
て
い
る
県
内
の
事
業
者
は
、
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と

き

２
月
２５
日
�

午
後
２
時
か
ら

◆
と
こ
ろ

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ー
ニ
ー
ホ

ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル
（
大
田
原

市
本
町
一
丁
目
二
七
○
三－

六
）

◆
受
講
料

無

料

◆
定

員

先
着
七
十
人

◆
申
し
込
み
期
限

２
月
１８
日
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
環
境
政
策
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
７

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.p
ref.to

chig
i.jp

/kankyo
seisaku/ho

m
e/

ind
ex.htm

l

冬
の
ミ
ヤ
マ
は
ガ
マ
ン
の
子

那
須
塩
原
の
身
近
な
自
然
を

紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
、

最
初
の
登
場
人
物
は
と
い
う
と
、

そ
う
、
彼
し
か
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
去
年
の
塩
原
で
行
わ
れ

た
自
然
公
園
大
会
で
は
、
大
い

に
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

か
ら
ね
。

そ
れ
は
、
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ

君
で
す
。
彼
は
、
頭
部
に
出
っ

張
り
が
あ
り
、
体
長
八
�
近
く

に
な
る
ク
ワ
ガ
タ
で
す
。
そ
ん

な
彼
ら
が
、
こ
の
寒
い
冬
ど
う

し
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？今

年
の
夏
、
外
に
出
て
く
る

彼
ら
は
、
も
う
成
虫
に
な
っ
て

る
ん
で
す
。
昨
年
の
夏
、
黒
土

の
中
で
サ
ナ
ギ
か
ら
羽
化
し
た

よ
う
し
つ

彼
ら
は
、「
蛹
室
」
と
呼
ば
れ

る
部
屋
の
中
で
、
寒
い
冬
を
じ

っ
と
が
ま
ん
し
て
、
夏
本
番
を

待
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
年
の
夏
、
そ
ん
な
ミ
ヤ
マ

ク
ワ
ガ
タ
を
見
つ
け
た
ら
、

「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ネ
！
」
と

頭
を
な
で
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

（
く
れ
ぐ
れ
も
、
挟
ま
れ
な
い

よ
う
に
）。
成
虫
の
ま
ま
約
一

年
間
、
黒
土
の
中
で
が
ま
ん
し

て
き
た
、
永
遠
の
僕
ら
の
友
達

だ
か
ら
！

あ
き
お

〜
追
伸
〜

も
っ
と
ク
ワ
ガ
タ
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
思
っ
た
人
は
、
塩

原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

〔
�
０
２
８
７（
３２
）３
０
５
０
〕

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
待

っ
て
る
よ
。

IN

那
須
塩
原
�

ビジターセンターで待ってるよ！

７



まちのわだい�

那須塩原市合併記念 第５４期王将戦第１局

初
防
衛
を
目
指
す
森
内
俊
之
王
将

に
、
王
将
奪
回
を
狙
う
羽
生
善
治
王

位
が
挑
戦
す
る
那
須
塩
原
市
合
併
記

念「
第
五
十
四
期
王
将
戦
七
番
勝
負
」

の
第
一
局
が
１
月
１１
日
�
・
１２
日
�

の
両
日
に
わ
た
り
、
芳
紀
庵（
塩
原
）

で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

名
人
と
王
将
位
を
持
つ
森
内
棋
士

に
、
王
位
に
王
座
を
保
持
す
る
羽
生

棋
士
と
い
う
二
冠
同
士
の
対
局
は
、

森
内
棋
士
の
有
利
な
展
開
で
し
た
が
、

羽
生
棋
士
が
後
半
鋭
い
反
撃
で
先
勝

し
ま
し
た
。

森内王将（左）と羽生王位（右）

今年一年の
無病息災を願って

『
塩
原
か
る
た
』で真

剣
勝
負

無病息災を願う伝統行事「どんど（どどんんどどんん））
焼き」が、市内各地で行われました。
１月１４日（金）に大山公民館（下永田）で行われた
どんどん焼きでは、大山小学校の６年生が焚き火
の設営やだんご作りなどの準備を手伝いました。

夜には、地区内の
子どもや保護者、住
民などたくさんの人
が集まり、火でだん
ごを焼いて食べるな
ど、正月の伝統行事
を楽しみました。

１
月
１０
日
�
、
新
春
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
る
「
第
二
十
五
回
子
供
会
対

抗
か
る
た
取
り
大
会
」
が
、
ハ
ロ
ー
プ

ラ
ザ（
関
谷
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
自
然
や
歴
史
、
名
所
な

ど
、
塩
原
に
関
係
の
あ
る
句
が
詠
ま
れ

て
い
る
『
塩
原
か
る
た
』
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

静
寂
の
中
、
詠
み
手
か
ら
字
札
が
詠

ま
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
一

変
。
狙
っ
た
獲
物
は
逃
が
さ
な
い
タ
カ

の
よ
う
に
絵
札
を
探
す
姿
は
、
真
剣
そ

の
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
二
十
三
チ
ー
ム
、
約
百

七
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
中

塩
原
え
く
ぼ
Ａ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
山
小
学
校
六
年
の
小
出
美

那
さ
ん
が
、
児
童
代
表
で
ど

ん
ど
ん
焼
き
に
つ
い
て
の
作

文
を
発
表
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わ
っ
し
ょ
い
！

み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
！

最新の資器材で
万全の備え

黒磯那須消防組合板室分署に高規格救
急自動車が配備され、昨年の１２月２７日か
ら運用が開始されています。
高規格救急自動車は、車内でより高度
な救急処置が行える資器材を装備。その
中でも、最新の除細動器（電気ショック
を行う器材）は、従来のものに比べて少
ないエネルギーで通電することができる
ので、心筋障害が軽く済みます。
その他にも、最新の自動人口呼吸器や
患者監視モニター（血圧・心電図・体温
測定など）、磁力付耐震ストレッチャー
などが車載されています。

女子の部で優勝した「箒根中ソフトボール部」

男
子
の
部
で
優
勝
し
た

「
横
接
チ
ー
ム
」

１
月
１６
日
�
、
塩
原
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

「
塩
原
地
区
つ
な
ひ
き
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
男
子
の
部

四
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
四

チ
ー
ム
が
出
場
。

試
合
は
リ
ー
グ
戦
で
行

わ
れ
、
一
般
選
手
八
人
に

対
し
特
別
ル
ー
ル
と
し
て
、

中
学
生
は
十
人
で
大
人
の

パ
ワ
ー
に
対
抗
し
、
気
合

の
入
っ
た
試
合
を
展
開
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、

日
ご
ろ
使
わ
な
い
筋
肉
を

思
い
切
り
使
い
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
か
い
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

１月１６日�・１７日�の両日、黒磯文化会館で「くろいそ市民オペラをつく
る会」による創作オペラ『那須野巻狩り』の公演が行われ、初日の一般公演
で約７００人がオペラ鑑賞を楽しみました。同会では、平成１１年３月に『桶山伏』
で初舞台を踏んで以来、年１回の割合で公演しており、今回で７回目。合併
後は初の公演で、１月３０日�には県総合文化センターでも公演しました。
今回の演目『那須野巻狩り』では、総監督の荻野久一さんを中心に、役者・
管弦楽団員・スタッフなど計１２８人のみなさんが力を合わせ、一つの舞台を作
り上げました。

オペラの魅力
たっぷり披露

出演したみなさんは見事な歌と演技を披露し、オペラの魅力を満喫させてくれました
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箱
の
森

プ
レ
イ
パ
ー
ク

�
０
２
８
７（
３２
）３
０
３
３

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
、
ケ
ビ

ン
な
ど
の
年
間
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

◆
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

多
目
的
広
場
で
ソ
リ
遊
び

が
で
き
ま
す

◆
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
。

◆
ソ
リ
レ
ン
タ
ル
料

一
日
一
台
三
百
円

◆
貸
し
出
し
場
所

遊
湯
セ
ン
タ
ー

◆
開
村
・
開
館
時
間

・
箱
の
森
プ
レ
イ
パ
ー
ク

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
０
２
８
７（
３２
）３
０
１
８

・
遊
湯
セ
ン
タ
ー

午
前
１０
時
〜
午
後
８
時

�
０
２
８
７（
３２
）３
０
７
１

◆
休
村
・
休
館
日

・
７
月
２０
日
〜
８
月
３１
日
を
除
く

毎
週
水
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

・
１２
月
１
日
〜
３
月
３１
日（
宿
泊

施
設
、
ホ
ビ
ー
の
里
、
ラ
フ
ォ

ー
レ
キ
ッ
チ
ン
、
自
転
車
）

◆
入
村
料
金

市
民
無
料

※
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

那須野が原博物館
�０２８７（３６）０９４９

◆観覧時間 午前９時～午後５時

◆休 館 日 毎週月曜

（祝日の場合は開館）

■親子体験チャレンジに参加しよう�
自由に参加できる体験プログラムで

す。友達を誘って親子で体験チャレン

ジに参加しよう。

◆時間 各回午後１時３０分から

■テーマ展 好評開催中�
「那須の竹芸」「くらしの民具『食』」

「収蔵資料展」の３つのテーマ展を同

時開催しています。

美しい郷土の芸術と日常生活が生み

出した民具をぜひご覧ください。

◆期間 ４／１７（日）まで

■ギャラリー・部屋を貸し出します
市民のみなさんの文化活動を支援す

る一つとして、エントランスホールの

壁面をギャラリーとして、また部屋を

貸し出します。

黒磯文化会館 �０２８７（６３）３２１９

那須塩原市誕生記念公演

劇団飛行船 オズの魔法使い
２月２７日（日）／午後１時開演／大ホール

Ｓ席２，３００円 Ａ席１，８００円 Ｂ席１，３００円
（友の会特典あり、３歳以上有料です）

第５回 那須フロンティアフォーラム「障害の枠を超えて」
～ ｈｏｍｅ 上映会 ～

ひきこもりの当事者を記録したドキュメンタリー映画「home」
の上映、および当事者と精神科医師による対談を行います。
「ひきこもり」当事者の体験を中心に、その生きにくさや困難
などを分かち合い、私たちにとっても暮らしやすい社会づくりに
ついて考えます。

◆と き ２月１３日（日）
午後０時３０分開場、１時開演
◆ところ 黒磯文化会館小ホール
◆参加費 前売 ８００円 当日 １，０００円

（小学生以下無料）
◆主 催 ＮＰＯ法人那須フロンティア
◆問い合わせ
ＮＰＯ法人那須フロンティア事務局
�０２８７（６３）７７７７

内容（材料費）

お手玉づくり（１５０円）

昔の遊びーメンコづくり
と紙飛行機ー（１００円）

小枝でムシづくり（２００円）

楽しい壁掛けを作ろう
（１５０円）

折り紙で動物シリーズ
（１００円）

昔の遊びーメンコづくり
と紙飛行機ー（１００円）

とき

２／１３�

２／２０�

２／２７�

３／６�

３／１３�

３／２０�

好好評評発発売売中中！！
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那須野が原ハーモニーホール �０２８７（２４）０８８０

なぱふぇす２００５
－Nasunogahara Performing Arts Festival ２００５－
３月１７日（木）～２０日（日）
●特別展『新時代日本の演劇地図～次代の演出家たち～』
第２ギャラリー／入場無料
３月１８日（金）
●劇団Ａ．Ｃ．Ｏ．Ａ．公演「チェーホフ恋愛劇集」
『たわむれ』～前夜祭～
午後７時開演／交流ホール／１，０００円
３月１９日（土）
●劇団Ａ．Ｃ．Ｏ．Ａ．公演「チェーホフ恋愛劇集」
『熊』『煙草の害について』～本公演～
午後４時開演／小ホール／全席自由３，０００円
●妻木律子『外は静かだった』
午後６時開演／第１ギャラリー／全席自由２，０００円
３月２０日（日）
●シンポジウム『地域からの発信を目指して』
午後２時開演／交流ホール／入場無料
●三条会『山椒太夫』
午後４時開演／小ホール／全席自由３，０００円
●竹内登志子『見えない出来事vol.３』
午後６時開演／第１ギャラリー／全席自由２，０００円

平 原 綾 香

ファーストコンサートツアー

～The Voice～

４月９日（土）／午後５時３０分開演

大ホール／全席指定４，８００円（２月２７日発売開始）
デビュー曲「Jupiter」がロングヒット。’０４年間売
上ランキング第３位に輝きました。声域の広さと圧
倒的な歌唱力を引っさげ待望のファーストツアー開
始！
ハーモニーホール友の会会員優先電話予約は２月

２５日（金）から。チケットぴあでも発売（Ｐコード：
１９１－９３０）。

ハーモニーホールフェスティバル

●合唱フェスティバル
２月１３日（日）／午後１時３０分開演

大ホール／無料（整理券配布中）
～好評発売中～県北の合唱団９団体が自慢の歌声を披露します。

●新春 舞踊のつどい
■ハーモニー寄席
「三遊亭圓楽一門会」
２月１７日（木）
午後７時開演
全席指定３，３００円

■０才からのファミリーコンサートvol.２
２月２７日（日）／午前１１時開演
全席自由 大人１，０００円 ０歳～中学生２００円

【平成１６年度文化庁新進芸術家公演事業】
■プレ・パパ＆プレ・ママ・コンサートvol.２
２月２７日（日）／午後２時開演／全席自由１，５００円
（チケット１枚につき招待券１枚プレゼント）

那須野が原ハーモニーホール演劇講座発表会
『捜愛記』ー日本の民話「手なし姉様」よりー
３月１２日（土）／午後７時開演／小ホール
入場無料（整理券配布中）

２月２０日（日）／午後１時３０分開演

大ホール／無料（整理券配布中）
坂東伎十次会とひよどり会の華麗な舞をご覧ください。

那須野が原在住作家によるテーマ展

「那須野が原の四季」
３月５日（土）～１３日（日）

午前９時～午後５時（最終日は午後４時）

第１・第２ギャラリー／無料
出品：彫刻４人、書道１１人、竹工芸１０人、陶芸１人

染織１人、洋画１５人、日本画１１人

那須野が原ハーモニーホールオーケストラ養成講座

那須フィルハーモニー管弦楽団〈愛称〉第７回定期演奏会
３月６日（日）／午後２時開演

大ホール／全席自由／無料（整理券配布中）

指揮：金 洪才 ヴィオラ独奏：朝吹園子（第９回
コンセール・マロニエ２１弦楽器部門最優秀賞受賞者）
曲目 ・シベリウス：交響詩「フィンランディア」・
ホフマイスター：ヴィオラ協奏曲ニ長調・リムスキ
ー・コルサコフ：交響組曲「シェエラザード」

◆◆お知らせ◆◆
２月２８日（月）および３月１日（火）の２日間は、
館内衛生作業のため休館します。

大ホール
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